
  

六
字
城 

発
送
時
期
変
更
に
つ
い
て

　   　
昨
今
の
配
送
状
況
に
よ
り
到
着
が
遅
れ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
月
末
に
行

な
っ
て
い
た
編
集
会
議
を
中
旬
ご
ろ
に
前

倒
し
て
発
送
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
今
後
記
事
の
内
容
が
一
月
遅
れ
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　

　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
白白は

く
れ
い
ざ
ん

は
く
れ
い
ざ
ん

嶺
山
嶺
山
　　
正正し

ょ
う
え
ん
じ

し
ょ
う
え
ん
じ

圓
寺
圓
寺

住
職
：
寺
嶋　
眞

住
所
：
大
阪
市
城
東
区
中
浜
二
丁
目
三
番
七
号
　

沿
革

　　
正
圓
寺
は
元
白
嶺
院
と
称
し
、
天
台
宗
平
泉
寺
の
脇

寺
で
あ
っ
た
。
明
應
６
（
１
４
９
７
）
年
本
願
寺
第
８

世
蓮
如
上
人
か
ら
弘
願
念
仏
の
法
を
聴
聞
し
、
時
の
住

僧
正
因
は
、天
台
宗
を
改
め
弟
子
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

第
９
世
実
如
上
人
よ
り
安
阿
弥
作
の
阿
弥
陀
如
来
像
を

下
付
さ
れ
る
。

　
天
正
年
間
、
織
田
信
長
が
来
襲
し
た
際
、
時
の
住

職
、
時
照
は
御
本
尊
、
什
物
、
宝
物
等
を
土
中
に
埋
匿

し
、
門
徒
１
２
０
余
名
を
引
率
し
て
大
坂
本
願
寺
に
立

籠
り
、
信
長
に
対
抗
し
た
。
天
正
４
（
１
５
７
６
）
年

中
濱
の
地
は
賊
兵
に
よ
り
焦
土
と
な
り
、
正
圓
寺
は
そ

の
旧
地
に
建
立
し
て
い
る
。

　
郷
士
寺
島
時
部
衛
門
宗
之
は
第
11
世
顕
如
上
人
よ
り

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

725 号
2025
４/1

　  

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

一
念
慶
喜
す
る
ひ
と
は

　
　
往
生
か
な
ら
ず

　
　
　
　
さ
だ
ま
り
ぬ

　
　
　
　
―
『
浄
土
和
讃
』  

親
鸞
聖
人
―

４

　9 日　研修部会公開講習会　　　　　（１７時）
１２日　闡如上人御逮夜・永代経　      （１４時）
１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中         （８時） 　　        
１７日　合唱団「みのり」　　　　　　　（１４時）
２２日　常如上人御祥月命日晨朝兼日中　（８時）
２４日   定例法話　　　　　　　（１３時３０分）　　　　　　　
              建部 智宏 師　　 　　（第７組 敎應寺）
２７日　宗祖聖人御逮夜             　　  （１４時）
２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中   　　（８時）
　　　　　法話：輪番　
   　  　
　　　　

おあさじにお参りしましょう‼
毎朝７：４５分〜８：３０頃まで
※土、日は職員とご門徒による感話があります。
一人でも多くのご参詣をと、願い続けています。

４月
１２日　一如上人御祥月命日晨朝兼日中　 （８時）
　　　　闡如上人御祥月御逮夜・永代経
　　　　合唱団「みのり」　　　　　　   （１４時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
１３日　闡如上人御祥月命日晨朝兼日中    （８時）
１４日   琢如上人御祥月命日晨朝兼日中 　（８時）
２０日　大阪教区慶讃法要団体参拝　　 （１２時）
２４日　綽如上人御祥月命日晨朝兼日中 　（８時）
２７日　宗祖聖人御逮夜　 　　　　      （１４時）
２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中 　　　（８時）　　　　　　
　　　　　法話：輪番　
２９日　花まつり　　　　　　　　　　 （１３時）　　　
　

５月

宗
之
は
正
和
、
妻
は
妙
圓
と
法
名
を
賜
っ
た
。
大
坂
本

願
寺
籠
城
の
際
に
は
時
照
に
従
い
、
時
照
戦
死
の
後
、

遺
言
に
従
い
故
郷
の
土
中
よ
り
御
本
尊
を
掘
出
し
、
元

和
７
（
１
６
２
１
）
年
宣
如
上
人
よ
り
白
嶺
院
を
再
興

し
中
濱
村
惣
道
場
と
し
て
法
義
を
弘
通
す
る
命
を
賜

り
、
旧
地
に
堂
宇
を
建
立
し
、
土
中
よ
り
掘
出
し
た
御

本
尊
を
安
置
し
た
。
宣
如
上
人
よ
り
夫
婦
の
法
名
を
以

て
寺
号
と
し
、
以
後
白
嶺
院
正
圓
寺
と
称
す
べ
き
旨
を

賜
り
、
そ
れ
以
来
真
宗
大
谷
派
に
属
す
る
。（
自
伝
）

　
寺
嶋 

眞
住
職
は
現
在
27
代
目
の
住
職
を
引
き
継
い

で
お
ら
れ
ま
す
。
正
圓
寺
で
は
修
正
会
、
彼
岸
会
、
永

代
経
、
盂
蘭
盆
会
、
報
恩
講
等
の
法
要
を
勤
修
さ
れ
て

お
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
毎
月
第
４
金
曜
日
に
は
夕

方
か
ら
正
信
偈
の
練
習
を
ご
門
徒
と
行
い
、
そ
の
後
お

茶
を
頂
か
れ
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
親
は
大
阪
に
い
る
が
子
ど
も
は
転
居
し
て
同
居
し

て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
仏
事
の
相
続
が
出
来
て
い

な
い
。
御
縁
を
繋
ぐ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
後
は
仏
事
の
簡
素
化
が
進
ん
で
お
り
、
寺
か
ら
仏

事
の
大
切
さ
を
再
発
信
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
出
来
る
か
、
今
後
の
課
題
で

す
」
と
取
材
に
立
ち
会
っ
た
副
住
職
は
お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

服部本店・本社工場

〒

大阪府豊中市服部西町１丁目８ｰ１５

０６‐６８６２‐０４０１

０１２０‐０６‐０４０１

https://www.echizenya.co.jp

千里中央店 ０６ ６８７１‐０４０１

十 三 店 ０６ ６３００‐０４０１

敦 賀 店 ０７７０ ２５‐０４０１



　

　
私
は
月
忌
参
り
を
し
て
40
年
近
く
経

ち
ま
し
た
が
、
出
会
っ
た
頃
の
夫
婦
が

子
供
を
産
み
育
て
生
活
を
誠
実
に
送
ら

れ
、
子
供
が
成
人
し
、
あ
る
子
は
結
婚

し
、
孫
が
生
ま
れ
、
定
年
を
迎
え
、
病

気
に
も
な
り
、
老
い
て
、
そ
し
て
亡
く

な
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
都
度
そ
の

都
度
悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え
、
時
に
は

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
笑
い
あ
う
姿
を

見
て
き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
後
は

残
っ
た
遺
族
の
人
に
ど
ん
な
歩
み
を
さ

れ
、
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
た

か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
仏
の
は
た
ら

き
を
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。時
に
は
そ
こ
ま
で
、ば
あ
ち
ゃ

ん
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
の
か
と
い

わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
逆
に

怒
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
海
外
か
ら
、
悲
し
み
に
暮
れ
る
遺

族
に
寄
り
添
う
月
忌
参
り
が
評
価
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
じ
っ
く
り
お
内
仏
に

向
か
い
合
い
ま
し
ょ
う
。
　   　
　
　
　

　　
　
　

  （
第
6
組 

專
宗
寺 

本
田 

哲 )
  

答
え

　
月
忌
参
り
は
月
命
日
と
い
っ
て
そ
の
日

は
家
族
で
お
内
仏
の
前
に
お
参
り
を
し
て

身
近
な
亡
く
な
ら
れ
た
人
を
想
い
、
い
の

ち
に
つ
い
て
憶
念
す
る
日
で
す
。
特
に
関

西
方
面
で
は
、
古
く
か
ら
大
切
に
さ
れ
て

き
た
行
事
で
す
。
ど
う
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
を
大
切
に
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
釈
尊
は
人
間
が
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て

き
た
の
か
を
仏
に
な
る
た
め(

成
仏)

と

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
仏
に
な
る
と
は
本
当

の
人
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当

の
自
分
に
な
る
た
め
に
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
の
で
す
。
ど
ん
な
人
も
仏
に
な
る
た

め
に
生
き
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
春
季
彼
岸
会　
勤
修

　
去
る
３
月
17
日
（
月
）、
春
季
彼
岸

会 

並 

総
永
代
経
法
要 

兼 

墓
地
納
骨

（
物
故
者
）
追
弔
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
15
組 

泉
勝
寺 

小

松 

崇
師
を
お
迎
え
し
、「
龍
樹
大
士
出

於
世
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
師
は
、
龍
樹
菩
薩
は
、
大
乗
仏
教
の

基
礎
を
説
か
れ
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
い

る
仏
教
は
全
て
大
乗
仏
教
で
あ
る
。

　
ま
た
、
仏
教
を
「
難
行
道
」
と

「
易
行
道
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て

丈じ
ょ
う
ぶ
し
か
ん

夫
志
幹（
能
力
が
高
く
意
思
が
強
い
）

を
目
指
し
い
る
が
、
娑
婆
の
世
界
で
は

い
つ
の
ま
に
か
獰ね
い
じ
ゃ
く
こ
れ
つ

弱
怯
劣
（
能
力
が
な

く
意
思
が
弱
い
）
に
な
っ
て
し
ま
い
、

全
て
縁
起
の
中
で
生
き
て
い
る
た
め
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
て
月
忌
参
り
を
す
る
の
で
す
か
？

２３

ご
報
告

Q&A

　
研
修
部
会
主
催

　
　
　
　
　
公
開
講
習
会
開
催

　
教
化
委
員
会
研
修
部
会
に
よ
る
公
開

講
習
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
ご
講
師
に
は
、
真
宗
大
谷
派
儀
式

指
導
研
究
所 

研
究
員
の
竹
橋 

太 

師
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
記

日
時
　
５
月
９
日
（
金
）
17
時
〜
19
時

会
場
　
天
満
別
院
　
同
朋
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
真
宗
大
谷
派
儀
式
軌
範

　
　
　
　
　
　
　
儀
式
指
導
研
究
所
編

会
費
　
無
料

※
当
日
、
儀
式
軌
範
の
販
売
を
二
割
引

き
の
３
０
８
０
円
で
行
い
ま
す
の
で
購

入
を
ご
希
望
の
方
は
4
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
天
満
別
院　
花
ま
つ
り
開
催

　　
　

　
　
ー
天
上
天
下
唯
我
独
尊
ー

　
別
院
で
は
、
今
年
も
花
ま
つ
り
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
花
ま
つ
り
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
地
域
の
皆
さ
ん
に
別
院
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
子
供

達
に
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
の

も
と
様
々
な
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
難
波
別
院
か
ら
ブ
ッ
ト
ン

君
が
遊
び
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま
た
N 

P

 

O
法
人
「
縁
遊
〜
え
ん
じ
ょ
い
〜
」

様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
鮮
な
国

産
野
菜
を
税
込
１
０
０
円
か
ら
販
売
す

る
野
菜
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
保
護
者
の
方
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　　
　
　

花
ま
つ
り
日
程
　
　
　

　　
日
時
　
４
月
29
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
頃
　
終
了
予
定

　　
会
場
　
天
満
別
院
本
堂
・
境
内

　　
開
式
　
　
灌
仏
（
甘
茶
掛
け
）

　
　
　
　
　
献
花

　
　
　
　
　
合
唱
団
「
み
の
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

　
催
物
　
・
ブ
ッ
ト
ン
君
来
院

　
　
　
　
・
野
菜
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
　
・
腕
輪
念
珠
作
り
体
験

　
　
　
　
・
生
花
体
験

　
　
　
　
・
射
的

　
　
　
　
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

　
　
　
　
・
一
円
玉
落
と
し

　
　
　
　
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　
　

               

　
佐
世
保
別
院
参
拝
の
ご
案
内

　
武
宮
前
輪
番
は
任
期
満
了
後

２
０
２
４
年
5
月
か
ら
長
崎
県
の
佐
世

保
別
院
輪
番
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
佐
世
保
別
院
と
前
輪

番
の
ご
自
坊
で
あ
る
本
照
寺（
西
海
市
）

に
参
拝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
泊
二
日
の
日
程
で
嬉
野
温
泉
に
宿

泊
予
定
で
す
。
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
別
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

日
程
　

6
月
9
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

6
月
10
日
（
火
）

  

　 　
　

　
　
　
通
常
院
議
会　
議
決
事
項

　
　

　
去
る
３
月
10
日
（
月
）
に
通
常
院
議

会
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
通
り
議
案
の

審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

　
記

・
境
内
整
備
に
つ
い
て

・
２
０
２
４
年
度
経
常
部
歳
入
歳
出

　
　
　
補
正
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
　
　
　
　

・
２
０
２
４
年
度
事
業
部
歳
入
歳
出

　
　
　
補
正
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
２
０
２
５
年
度
経
常
部
歳
入
歳
出

　
　
　
　
　
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
２
０
２
５
年
度
事
業
部
歳
入
歳
出

　
　
　
　
　
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
　
　
　

・
２
０
２
５
年
度
臨
時
部
歳
入
歳
出

　
　
　
　
　
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
そ
の
他
（
報
告
事
項
）　

　
全
議
案
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

Mail  :  teras .oterach@gmail .com
日本のお寺をショートムービーでご紹介

１５組 泉勝寺 小松 崇 師

　　
佐
世
保
別
院
参
拝
の
ご
案
内

　
武
宮
前
輪
番
は
任
期
満
了
後
、

２
０
２
４
年
5
月
か
ら
長
崎
県
の
佐
世

保
別
院
輪
番
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
佐
世
保
別
院
と
前
輪

番
の
ご
自
坊
で
あ
る
本
照
寺（
西
海
市
）

に
参
拝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
泊
二
日
の
日
程
で
嬉
野
温
泉
に
宿

泊
予
定
で
す
。
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
別
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

日
程
　

6
月
9
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

6
月
10
日
（
火
）


